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通貨は経済的手段であることは勿論だが、地政学的手段でもありうる。だからこそ、世

界のさまざまな動きが通貨の市場価値に影響することになる。昨今の世界情勢を見て感ず

るのは、経済面では金融危機からの回復・調整が、徐々にではあるが、おしなべて進展し

ている反面、世界各地で発生している地政学的問題はどれ一つとして明らかに改善してい

るとは云えないことである。 

経済面では、何しろ最大の米国経済が、厳冬による足踏みにもかかわらず、年率 3％前

後で着実に回復しているのが心強い。中国も減速したとは云え、硬軟両様の政策対応で

７％台の成長が維持されるのは間違いない。欧州も非常にゆっくりではあるが回復しつつ

あり、緊縮政策の効果も現われて、金融・資本市場も改善している。日本も消費税引上げ

にもかかわらず、デフレ脱却への動きはほぼ期待通りに進行しているように思える。 

この環境が続けば、FED は今年中に債券買入れを終了し、来年にはゼロ金利からの脱

却が始まる。基本的にはドル高の地合いということだろう。 

しかし、地政学的風景は大分違う。ウクライナ情勢はその最たるものであろう。一方的

な現状変更への試みに対して米欧を始めとする世界は経済制裁という対応しか採り得ず、

ロシア側はそれを見越して、更に強引な手段に転ずるチャンスをねらっている。イスラエ

ル・パレスチナの和平交渉は頓挫した。シリアの内戦は泥沼、エジプト・アフガニスタン

の内情不安は全く改善しない。イランの核兵器問題は一時期待が生まれたが、進展なし。

北鮮の状況は徐々に悪化。日中の対立はオバマ大統領の訪日で日本側は喜んでいるが、実

態が改善したわけでもない。南シナ海情勢も同じ。 

こう見ると、地政学的課題に関する限り、世界は全く良くなっていないし、いくつかの

地点では深刻な衝突が発生するリスクは高まっている。とくに深刻なのは、かつて世界の

警察官であった米国がその役割を続けようという意思と能力を確実に減らしていること
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である。 

衝突が起こった時の通貨市場への影響は、その時点で市場がどの通貨を「退避先通貨」

として選ぶかによって決まる。発火点がウクライナか北朝鮮かで当然違ってくるだろうが、

過去の経験からすると、日本円が候補者の一員として選ばれる可能性があることは間違い

ない。 

要するに、通貨に影響を及ぼす世界情勢は非常に不安定であり、それは決して経済の問

題だけではないということである。 

（株式会社マネーパートナーズ ホームページへの寄稿） 
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